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国
立
美
術
館
キ
ャ
ン
パ
ス
メ
ン
バ
ー
ズ
加
盟
…
…
…
…
…
…
…
…
❸

創
立
１
４
７
年
鳳
祭
　
11
月
６
〜
８
日
開
催
…
…
…
…
…
…
…
…
❹

ま
ち
づ
く
り
Ｇ
Ｄ
Ｘ
研
究
拠
点
が
公
開
講
座
…
…
…
…
…
…
…
…
❺

【
校
友
を
訪
ね
て
】片
野
由
布
さ
ん（
平
20
法
）…
…
…
…
…
…
…
…
❻

笑
顔
と
歓
声
の
石
鳳
祭
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❼

石
巻
専
修
大
学

　
専
修
大
学
、
石
川
県
、
大

和
ハ
ウ
ス
工
業
株
式
会
社

（
大
阪
府
大
阪
市
）
に
よ
る

産
官
学
連
携
事
業
「
加
賀
市

ま
ち
づ
く
り
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
」
の
最
終
成
果
発
表
会

が
９
月
９
日
、
東
京
都
千
代

田
区
の
Ｐ
Ｙ
Ｎ
Ｔ
竹
橋
で
行

わ
れ
た
。
高
齢
化
や
過
疎
化

が
進
む
住
宅
団
地
の
「
再
耕
」

を
テ
ー
マ
に
、
約
４
カ
月
に

わ
た
り
グ
ル
ー
プ
活
動
に
取

り
組
ん
だ
学
生
た
ち
が
、
そ

の
成
果
を
発
表
し
た
。

　
「
再
耕
」
と
は
、
大
和
ハ
ウ

ス
工
業
株
式
会
社
に
よ
る
造

語
で
あ
り
、
団
地
を
元
通
り

に
再
生
す
る
の
で
は
な
く
、

新
た
な
ま
ち
の
魅
力
を
創
出

し
た
い
と
い
う
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
学
部
か
ら
集

ま
っ
た
１
〜
４
年
次
生
19
人

は
、
８
月
４
日
か
ら
７
日
ま

で
石
川
県
加
賀
市
の
「
加
賀

松
が
丘
団
地
」
で
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
実
施
し
た
。
住

民
や
自
治
体
関
係
者
ら
に
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
地
域
の

魅
力
や
現
状
、
課
題
を
把
握
。

そ
こ
で
得
た
気
づ
き
を
も
と

に
地
域
活
性
化
に
向
け
た
ア

イ
デ
ア
を
ま
と
め
、
最
終
成

果
発
表
会
に
臨
ん
だ
。

　
長
治
快
美
さ
ん
（
国
コ
ミ

ュ
１
）
の
グ
ル
ー
プ
は
、
春

夏
秋
冬
に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン

ト
を
考
案
。
松
が
丘
の
自
然

や
地
形
を
生
か
し
た 

「
星
空

ピ
ク
ニ
ッ
ク
」「
坂
道
青
春
合

宿
」
な
ど
秀
逸
な
ネ
ー
ミ
ン

グ
で
提
案
し
、
学
生
た
ち
自

身
も
楽
し
ん
で
社
会
課
題
の

解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
が
伝
わ
る
発
表
だ
っ
た
。

　
そ
の
他
の
グ
ル
ー
プ
か
ら

は
、
地
域
資
源
で
あ
る
赤
松

林
を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
づ
く
り
や
、
松
が
丘
の
魅

力
を
発
信
す
る
た
め
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
活
用
策
な
ど
の
ア
イ
デ
ア

が
報
告
さ
れ
た
。

　
グ
ル
ー
プ
活
動
で
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
苦
労

す
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う

が
、
長
治
さ
ん
は
「
議
論
を

重
ね
、
提
案
の
方
向
性
を
定

め
て
い
く
過
程
で
、
自
然
と

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
生
ま
れ

た
。
今
日
の
発
表
で
も
資
料

作
成
を
含
め
て
全
員
で
や
り

切
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
活

動
を
振
り
返
っ
た
。

　
春
田
佳
穂
さ
ん
（
国
コ
ミ

ュ
１
）は
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の

方
と
交
流
し
、
多
く
の
気
づ

き
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

学
生
の
間
に
こ
う
し
た
経
験

が
で
き
た
こ
と
は
貴
重
で
あ

り
、
今
後
に
役
立
て
た
い
」

と
手
応
え
を
語
っ
た
。

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
２

０
２
４
年
に
本
学
と
石
川
県

が
締
結
し
た
包
括
連
携
協
定

に
基
づ
く
取
り
組
み
。
今
回

は
石
川
県
の
「
サ
テ
ラ
イ
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
推
進
事
業
」
を

活
用
し
、
加
賀
松
が
丘
団
地

の
再
耕
事
業
を
手
が
け
て
い

る
大
和
ハ
ウ
ス
の
協
力
も
得

て
実
施
さ
れ
た
。

住宅団地の活性化策提案

石川県や企業の関係者らを招いて開かれた最終成果発表会

　
１
９
２
６
（
大
正
15
）
年
、
今
な
お

歌
い
継
が
れ
る
専
修
大
学
校
歌
が
誕
生

し
た
。
今
年
は
制
定
１
０
０
年
と
い
う

記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
る
。
な
ぜ
、
専

修
大
学
は
こ
の
時
期
に
校
歌
を
制
定
し

た
の
か
。
当
時
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

　
１
９
２
３
（
大
正
12
）
年
、
関
東
大

震
災
が
発
生
し
、
相
前
後
し
て
創
立
者

で
あ
る
田
尻
稲
次
郎
、
相
馬
永
胤
が
逝

去
。
さ
ら
に
、
１
９
１
８
（
大
正
７
）

年
に
公
布
さ
れ
た
大
学
令
に
よ
っ
て
、

早
稲
田
や
慶
応
な
ど
の
私
立
学
校
が

次
々
と
私
立
大
学
へ
と
昇
格
す
る
な

か
、
専
修
大
学
は
よ
う
や
く
１
９
２
３

年
に
念
願
の
大
学
昇
格
を
果
た
す
も
の

の
、
そ
の
波
に
乗
り
遅
れ
、
学
生
集
め

に
苦
心
す
る
。
震
災
復
興
に
か
か
る
費

用
も
相
ま
っ
て
大
学
は
恒
常
的
な
財
政

難
に
陥
る
な
ど
、
大
正
期
の
専
修
大
学

を
取
り
巻
く
状
況
は
非
常
に
厳
し
い
も

の
で
あ
っ
た
。

　
大
学
当
局
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た

状
況
に
た
だ
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
た
わ

け
で
は
な
い
。
学
生
を
増
や
す
べ
く
、

新
校
舎
を
竣
工
し
、
新
た
に
学
部
や
学

科
を
設
置
す
る
な
ど
積
極
的
な
拡
張
策

を
進
め
る
ほ
か
、
学
生
や
教
職
員
、
卒

業
生
の
心
を
一
つ
に
す
る
た
め
の
施
策

も
打
ち
出
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
が
校
旗

や
校
章
、
そ
し
て
校
歌
の
制
定
で
あ
る
。

　
で
は
、
大
学
当
局
は
校
旗
や
校
章
、

校
歌
に
何
を
求
め
て
い
た
の
か
。
そ
れ

は
専
修
大
学
に
集
う
者
た
ち
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
で
あ
る
。
苦
し
い

今
だ
か
ら
こ
そ
、
同
じ
旗
の
も
と
、
同

じ
バ
ッ
ジ
を
付
け
、
同
じ
歌
を
歌
う
こ

と
で
全
員
一
丸
と
な
っ
て
専
修
大
学
を

盛
り
上
げ
て
い
こ
う
。
そ
う
し
た
機
運

を
作
り
上
げ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
、
校
歌
は
学
校
の
存
在
を

社
会
的
に
周
知
す
る
役
割
も
果
た
し

た
。
こ
の
時
期
、
野
球
を
は
じ
め
と
し

た
大
学
ス
ポ
ー
ツ
が
隆
盛
し
、
そ
の
様

子
は
新
聞
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
ほ

ど
、
社
会
的
に
大
き
な
注
目
を
集
め

た
。
そ
の
応
援
の
場
で
校
歌
を
歌
う
こ

と
は
大
学
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

と
に
つ
な
が
る
。
専
修
大
学
校
歌
が
校

舎
の
場
所
を
示
す
「
宮

き
ゅ
う

城
じ
ょ
う

の
北
、
枢す

う

地ち

に
立
ち
て
」
と
い
う
歌
詞
で
始
ま
る
の

は
そ
の
た
め
で
、
専
修
大
学
は
ど
こ
に

あ
り
、
ど
の
よ
う
な
大
学
で
あ
る
の

か
、
そ
れ
を
歌
詞
に
込
め
た
の
で
あ
る
。

　
苦
難
の
時
期
の
専
修
大
学
を
支
え
る

た
め
に
つ
く
ら
れ
た
歌
、
そ
れ
こ
そ
が

校
歌
だ
っ
た
と
言
え

よ
う
。

（
大
学
史
資
料
室
長
・

 

瀬
戸
口
龍
一
）

作
詞
家
・
高
野
辰
之
の
手
に
よ
る
専
修
大
学
校
歌
の
歌
詞

～100年前の専修大学を振り返る～
なぜ校歌がつくられたのか

加
賀
松
が
丘
団
地
の
皆
さ
ん
と

 

８
月

産
官
学
連
携
事
業

加
賀
市
ま
ち
づ
く
り

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

被
災
さ
れ
た
皆
様
へ

　
令
和
８
年
台
風
第
25
号
に
伴
う
災
害
で
被
災
さ
れ
た

皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
専
修
大
学
と
石
巻
専
修
大
学
は
、
被
災
さ
れ
た
学
生

と
保
護
者
の
方
に
対
し
て
、
安
心
し
て
学
業
が
継
続
で

き
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
以
下
の
担
当
窓

口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

学
生
生
活
課（
神
田
）

℡ 

０
３・
３
２
６
５
・
６
８
２
４

学
生
生
活
課（
生
田
）

℡ 

０
４
４・
９
１
１・
１
２
６
７

大
学
院
事
務
課（
神
田
）
℡ 

０
３・
３
２
６
５
・
６
５
６
８

大
学
院
事
務
課（
生
田
）
℡ 

０
４
４・
９
１
１・
１
２
７
１

法
科
大
学
院
事
務
課

℡ 

０
３・
３
２
６
５
・
６
８
９
１

石
巻
専
修
大
学
事
務
課

℡ 

０
２
２
５
・
２
２・
７
７
１
２

校
歌
制
定

校
歌
制
定
100100
年年

同
じ
旗
の
も
と
、
同
じ
歌
を

同
じ
旗
の
も
と
、
同
じ
歌
を

【音源を再生】

専
修
大
学
校
歌

専
修
大
学
校
歌

��

作作  

詞　

高
野
辰
之

詞　

高
野
辰
之

��

作作  

曲　

信
時　

潔

曲　

信
時　

潔

宮
城
の
北　

枢
地
に
立
ち
て

宮
城
の
北　

枢
地
に
立
ち
て

礎
固
し　

我
等
が
大
学

礎
固
し　

我
等
が
大
学

　

質
実
は
姿　

真
摯
は
心

　

質
実
は
姿　

真
摯
は
心

　

学
徒
幾
千　

理
想
に
生
き
て

　

学
徒
幾
千　

理
想
に
生
き
て

　

済
世
の
道　

こ
こ
に
学
び

　

済
世
の
道　

こ
こ
に
学
び

　

経
綸
の
策　

こ
こ
に
究
む

　

経
綸
の
策　

こ
こ
に
究
む

鳳
の
翼　

両
手
に
開
き

鳳
の
翼　

両
手
に
開
き

世
に
魁
け
し　

我
等
が
大
学

世
に
魁
け
し　

我
等
が
大
学

　

剛
健
の
意
気
に　

力
行
の
勇
に

　

剛
健
の
意
気
に　

力
行
の
勇
に

　

学
徒
幾
千　

希
望
に
生
き
て

　

学
徒
幾
千　

希
望
に
生
き
て

　

常
久
の
富　

こ
こ
に
萌
し

　

常
久
の
富　

こ
こ
に
萌
し

　

限
り
な
き
幸　

こ
こ
に
芽
ぐ
む

　

限
り
な
き
幸　

こ
こ
に
芽
ぐ
む

我
等
が
行
く
道　

盤
石
な
せ
り

我
等
が
行
く
道　

盤
石
な
せ
り

我
等
が
行
く
手
は　

光
に
充
て
り

我
等
が
行
く
手
は　

光
に
充
て
り




